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１．⾵評影響を最⼤限抑制するための海域のモニタリング

1

専門家による確認・助言を得ながら、客観性・透明性・信頼性の高い
海域モニタリングを継続実施し、風評影響の抑制を目指す。

（１）海域モニタリングの実施状況

・トリチウムのほか、セシウム他の核種の分析を実施。
・昨年８⽉の処理⽔放出開始以降、現在までの結果として、
⼈及び環境に対する放射線影響は無視できる⽔準であることを確認。

・こうした最新の結果をウェブサイト（⽇・英・中・韓）や
SNSで随時発信。

（２）今後の取組の継続に向けて

・本年９⽉６⽇に開催した「ALPS処理⽔に係る
海域モニタリング専⾨家会議」において、
処理⽔放出開始から１年間のモニタリング結果を報告し、
専⾨家に確認・評価を頂いた。

・今後とも、従来のモニタリング⽅針を引き継ぎつつ、
専⾨家の確認・助⾔を踏まえ、モニタリングを継続実施していく。








